


要約:学習障害(LD)の概念は国や研究者の職種によってやや異なる。ICD や DSM など医学

の領域では、「LD を読み、書き、算数を中心とする大脳病理学的な障害」と考えているの

に対し、全米学習障害委員会などの教育関係者は、「LD の概念を教育の立場から、聞く、

話すなどの障害も含める」とする。前者は障害を disorders、後者は disabilities とす

る。狭義と広義ととらえる考えもある。研究班はこの両方の解釈を認めた上で、 リサー

チクエスチョンに応えていきたい。LD は今後増加すると予想される。LD という言葉のも

つ雰囲気が社会に受け入れやすいのと、周産期医療の進歩に伴う脳障害の変化や乳幼児の

発達をめぐる環境の変化が増加を予想させる。これまでの研究を踏まえ、診断や治療によ

り効果的方法を開発したい。


